
福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

武た
け

生ふ

公こ
う
か
い
ど
う

会
堂
記
念
館

昭和４（1929）年に武生公会堂として建設されました（国の登
録有形文化財）。１階では常設展で越前市の歴史を紹介。２階
では、特別展を開催しています。

【住所】越前市蓬菜町 8-8 （JR 武生駅から徒歩５分）

参考資料等 瀧井一博『渡邉洪基』ミネルヴァ書房

渡
辺
洪
基
は
、
幕
末
の
福
井
藩
か
ら

東
京
府
知
事
、
次
い
で
帝
国
大
学

（
東
京
大
学
）
初
代
総
長
に
就
任
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
人
物
で
す
。

　

洪
基
は
、
府
中
（
現
在
の
越
前
市
）
の

町
医
、
渡わ

た
な
べ辺
静せ

い
あ
ん庵
の
長
男
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
藩
校
、
立り

っ
き
ょ
う
か
ん

教
館
で
学
ん
だ
後
、
福
井

で
医
学
や
漢
学
を
学
び
、
江
戸
に
出
て
佐

倉
の
蘭
学
者
佐さ

藤と
う

舜し
ゅ
ん

海か
い

に
師
事
し
ま
す
。

そ
の
後
、
慶
応
元
（
１
８
６
５
）
年
か
ら
、

福ふ
く
ざ
わ沢
諭ゆ

吉き
ち

の
塾
（
後
の
慶
應
義
塾
大
学
）

で
洋
学
を
学
び
ま
し
た
。

　

諭
吉
と
の
間
で
こ
ん
な
逸
話
が
残
っ
て

い
ま
す
。
諭
吉
の
塾
で
正
月
、
故
郷
に
帰

ら
な
い
塾
生
が
集
ま
っ
て
い
た
時
、
雑
煮

を
食
べ
た
い
と
誰
か
が
言
い
出
し
、
洪
基

が
餅
を
調
達
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幕
末
の
混
乱
期
で
、
餅
の
入
手
も
困
難
で

し
た
が
、
洪
基
は
「
俺
に
策
が
あ
る
」
と

短
刀
を
取
り
出
し
、
部
屋
を
出
て
い
き
ま

し
た
。
皆
が
、
強
盗
で
も
す
る
の
で
は
と

心
配
す
る
中
、
洪
基
は
笑
い
な
が
ら
「
先

生
の
家
の
床
の
間
の
鏡
餅
の
後
ろ
を
切
り

取
っ
て
き
た
。
前
部
さ
え
あ
れ
ば
足
り
る
」

と
話
し
た
と
い
い
ま
す
。
諭
吉
の
妻
が
気

付
き
、
諭
吉
が
塾
生
に
問
い
質
し
た
と
こ

ろ
、
洪
基
の
仕
業
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

諭
吉
は
笑
っ
て
諫い

さ

め
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
洪
基
は
、
医
を
捨
て
、
政
治

の
道
を
歩
む
こ
と
を
決
意
。「
優
れ
た
医

者
は
国
の
有
様
を
診
察
し
、
そ
の
行
く
末

を
治
し
て
い
く
も
の
だ
」
と
そ
の
気
持
ち

を
語
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。洪
基
は
、

英
語
が
で
き
た
こ
と
が
幸
い
し
て
、
明
治

３
（
１
８
７
０
）
年
に
外
務
省
に
入
り
、

翌
年
、
岩
倉
遣
外
使
節
団
に
随
行
。
帰
国

後
、
外
務
官
僚
と
し
て
の
歩
み
を
進
め
ま

し
た
。

　

明
治
18
（
１
８
８
５
）
年
、
洪
基
は
東

京
府
知
事
に
就
任
し
ま
す
。
就
任
直
後
に

東
京
を
襲
っ
た
大
洪
水
に
対
し
、
直
ち
に

被
災
地
に
赴
き
、
流
失
・
破
損
し
た
橋
の

架
橋
・
修
理
を
早
急
に
進
め
る
な
ど
復
興

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
現
地
を
自
分
の
目

で
確
認
し
、
対
策
を
講
じ
る
や
り
方
は
、

被
災
地
住
民
に
大
き
な
安
心
を
与
え
た
と

い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
に
も
外
国
の
都
市
の
よ

う
な
マ
ー
ク
が
必
要
だ
と
提
案
。
明
治

22
（
１
８
８
９
）
年
に
洪
基
（
当
時
、
東

京
市
参
事
会
員
）
が
提
案
し
決
定
さ
れ
た

マ
ー
ク
は
、
今
も
東
京
都
の
紋
章
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

明
治
19
（
１
８
８
６
）
年
に
は
、
帝
国

大
学
の
初
代
総
長
に
就
任
。
伊い

藤と
う

博ひ
ろ
ぶ
み文
首

相
な
ど
政
府
首
脳
は
、
初
代
総
長
は
空
理

空
論
を
唱
え
る
学
者
で
は
な
く
、
行
政
手

腕
と
実
行
力
を
備
え
た
者
が
ふ
さ
わ
し
い

と
考
え
、
洪
基
を
推
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
洪
基
は
、
就
任
後
、
貧
し
い
学
生

へ
の
学
費
支
援
を
企
業
等
に
要
請
。
就
職

を
約
束
し
て
の
学
費
貸
与
と
い
う
提
案
に
、

企
業
等
か
ら
卒
業
生
の
数
を
超
え
る
申
込

み
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
洪
基
は
、
貴
族
院
議
員
な
ど

を
歴
任
。多
彩
な
分
野
で
能
力
を
発
揮
し
、

日
本
を
世
界
水
準
に
押
し
上
げ
た
そ
の
歩

み
は
、『
明
治
国
家
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
』
と

評
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
国
家
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

渡わ

た

な

べ辺
洪こ

う

基き 

～
外
交
、
政
治
、
教
育
で
手
腕
を
発
揮
～

渡辺洪基（個人蔵）

東京都紋章
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